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1．は じめに

　北京 の 西300キ ロ メ ー ト ル ほ どに 山西省第二 の 都市 、 大同市が ある 。 日本 の NGO 、緑

の 地球ネ ッ トワ
ー

ク （Green　Earth　Network，略称 GEN ） が 1992年か ら大 同市及 び周

辺 7県の黄土高原で緑化協力活動 を行 っ て い る。

　山西省は 日中戦争中、 日本軍が駐屯 し、 同時に共産軍 の抗 日勢力が強い 所で もあ っ た た

め、と りわ け省北部で は 、 日本軍 に よ る犠牲者が 多数出た 。 GEN が活動 して い る大同市

及びそ の周辺諸県で も、 戦争の 犠牲者が 多か っ た 。 そ の た め 、 GEN が活動を始めた とき、

地元民 の 日本人 へ の 恨み と向き合わね ばな らな か っ た ％ 筆者は GEN の 活動に参加 して

何度か大同に 行 っ たが 、
い っ か は 日本軍が した こ とを指弾 され るか も しれな い と い う思 い

が あ っ た 。

　2GOO年 4月 1 日 、 霊丘県上寨鎮南荘村 の はずれの 山の 頂で 、 近 くの 村の 農民 、 周金 と腰

を下 ろ して 、 GEN が運営す る自然植物園や近 くの 風景を眺め なが ら雑談を して い た 。

　彼は急に 遠 くに 見え る 自分の 村で あ る劉荘村を指 して 、 「あの 村の はずれ に あ る墓 が見

え るか。あの 村で 日本軍が村人 を殺 した劉荘惨案を 知 っ て い るか」 と 、 た ずねた 。 初め て

聞 く話で 、 「知 らな い 」 と答え る しか なか っ た 。 持 っ て い た双眼鏡 で の ぞ くと 、 村 の 西側

に記念碑の よ うな人工 物が見え た 。 彼は続 けて 、 「劉荘村で 、
1943年 3 月 1 日 、 農暦 （旧

暦）正月25 日 に 、 惨案 （虐殺事件）が あ っ た 。 日本軍が村民243人 を殺 し、35戸 は家 が絶

えた 。 生き残 っ た の は 10人余り で 、 現在で も生 きて い る の は 1人だ けだ」 と言 っ た 。

　 4月 3 日 、 劉荘村に 周金 をたずねて行 き、事件 の 記念碑を見 た 。 さ らに 、 彼の案内で 、

当時の ままに放置 されて い る と い う事件現場 （地主劉壇 の 屋敷跡）を見 、
こ の事件 の唯一

の 生存者で あ る劉計盛
2）
な ど 3 人 の老人 に会 っ た 。 筆者は彼 ら に事件当時の 様子 を聞 く こ

とな ど とて もで きず 、 事件を起 こ した の と同 じ日本人 と して 、 た だ彼 ら に謝る しか なか っ

た 。 そ して 、 次 の よ うに思 っ た 。 筆者に で きる こ とは 、
こ の 事件に つ い て 日本側の 資料を

調 べ 、もし日本軍が起 こ した の な ら理 由が あ るはずだか ら、 そ の 理由を明 らか にす る こ と

で あ る と。

　そ の 後 、 防衛庁防衛研究所図書館な ど の 資料を調 べ た り、 部隊に い た人や そ の 遺族に会 っ

た りしたが、1943年の劉荘事件 の 記録は見っ か らなか っ た 。 主 な原因は 、 当時霊丘 に駐 屯

して い た部隊が その 後 、 フ ィ リピ ン に 移動 に な り、
レ イ テ 島で 全滅 し 、 部隊の 公的記録が

失わ れ たた め で ある 。 しか し最近、霊丘駐屯部隊 に関す る資料が見 っ か り、 劉荘事件当時、

霊丘 や劉荘村に近 い 上北泉に駐屯 して い た部隊がわか っ た。
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2．日中戦争期の 大同 ・霊丘

　 1937年 （昭和 12年） 7月 7 日 の 盧溝橋事件を契機に 日中戦争が始 ま り 、 日本軍は華北で

は山西 ・山東 ・河北 。チ ャ ハ ル （察哈爾） ・綏遠 に 軍を進め た 。 山西省で は山西作戦を展

開 し、省北部の 交通 の 要衝 、 大同に も攻 め入 っ た
。 他方 、 中国側 で は同年 8 月 、 八路軍

（共産党軍）が本部を山西省五台県に置き、 9月に は山西省北部、霊丘県 の 平型関で 、 日

本の 第 5師団を破 っ た 。 同年 11月に 省都太原が陥落したが 、 そ れ以 後 、 八 路軍 は 日本軍 の

背後に根拠地を築き、 林彪 ・ 聶栄臻 の 第115師は五 台山を 中心 に 、 山西 （晋） ・ チ ャ
ハ ル

（察）・ 河北 （冀）方面に勢力を拡大 し、 晋察冀辺 区 （晋察冀抗 日根拠地）を築 い た
3 ）

。

　 日中戦争中 、 日本側か ら見 る と、 中国東北部に は満洲国 、 お おむ ね現在の 内蒙古 自治区

に 相当す る蒙疆
‘ ｝

に は蒙古連合 自治政府が あ り 、
い ずれ も 日本の 支配下 に あ っ た 。 劉荘事

件の 1943年 （昭和 18年）当時、 蒙疆 に駐屯 して い た の は駐蒙軍 （司令部 は張家口）で 、 大

同に は配下の 第 26師団が駐屯 して い た
5 ）

。 師団の 主力 は独立歩兵第11・12・13連隊
6）
で あ っ

た 。 張家口周辺 は宣化省、大 同周辺 は大同省で 、い ずれ も蒙古連合 自治政府の もとに あ っ

た
7）

。

　劉荘事件が あ っ た霊丘県 は 、 現在は 山西省大同市治下に属すが 、 日中戦争当時 は 日本側

か らは蒙疆 、 中国側 （中国共産党側）か らは晋察冀辺区 に属 した 。 県城 （県役所） の あ る

県北部 は お おむね 日本軍が支配 し、 県城 の 南の 太白山 （標高2234皿 ）以南の 地域 （南山、

南山区）は八路軍が支配 して い た 。 そ の た め 、 霊丘 県は 日中双 方の 勢力が衝突す る最前線

で 、 戦闘が頻発 し、 犠牲者が多か っ た
e）

。

　 『霊丘県志』（462− 463、 465頁） に よ る と
、

1937年以降 の 霊丘県 の 情勢 は次の とお り で

あ る 。 1937年 11月 7 日、晋察冀軍区が成立 し、 司令部は五 台に 置か れ、霊丘県は第
一

軍分

区に属 した。 1940年 4月 、 晋察冀第五軍分区が霊丘県狼牙溝村に成立 したが 、 1941年 に 廃

止 に な っ た 。 1941年12月か ら1942年初め に
、 第

一
軍分区は雁北 に 指揮所を組織 し、高鵬が

指揮官に な っ た 。 1942年 12月、 第
一
軍分区雁北指揮所は廃止 に な り、霊丘県 の 下関に雁北

指揮部が成立 し、 韓偉が 司令員 、 羅元発が政治委員 、 陳海涵が参謀長、 劉達が政治部主任 、

尚英が 政治部副主 任に な っ た 。 1940年 に 日本 の駐 蒙軍第 26師団 の 霊丘 駐屯部 隊 は 富沢部

隊
9 ）

に な り、 1941年 7月 、 上寨 ・下 関 ・上北泉に拠点を設けた 。 上北泉 に は 80人 あ ま り 、

牛不浪 と下関に は 1 個小隊が駐屯した 。

3．劉荘事件

　日中戦争後期の 1943年 （昭和 18年）3月 1 日、現在 の 山西省霊丘県上寨鎮劉荘村で
、 村人

243人が 殺 される劉荘事件 （中国語で は「劉荘三
一

惨案」）が起きた 。 事 件 の 第
一

報は 『晋

察冀 日報』
’°）

民国 32年 （1943年） 3月 11日号が伝え た 。

　それ に よ る と 、 「3月 1 日払暁、霊丘県北泉 の 敵拠点か ら敵40人余 りと漢奸
’1）4 人 が 出

て 、北泉か ら 8華里 （4 キ ロ ） の 劉荘村を急に包囲 した 。 （中略）敵は 村 に入 っ た 後 、

一

軒ずっ 家捜 しを し、 偽組織（池本注 ： 日本側の 指導で 作 っ た組織を指す ）の 者 に強 い て 、 ド

ラ を鳴 ら して民衆 を集 め、集会 を開かせ た。そ の 後、民衆を一
軒 の 中庭に追い 込み、銃剣

で おど して家の 中に入 らせ たが 、 部屋 は六 っ しか な く200人以上を収容 はで きなか っ た 。

敵 はす ぐに ドア と窓を閉め 、 壁 に穴を 開けて 民衆を む りや り中に投げ入れ た 。 敵は手配を

終え るや い なや 、 火を放 っ て 家を焼い た 。 村人 215人 、 男108人 ・女 107人が焼死 し、負傷
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『中国共産党霊丘 県歴史大事記述（1937 − 1949 ）亅の 「霊丘県党組織 1942年分布示 意図」を改編

者は 7人、家が絶え た もの は 21戸に もな る。 翌 日、敵 はまた 同じ村に来て 、 近隣の 村か ら

慰問 と遺体収容に来た 7人を殺 した ……
」

：

 

　 こ れ は事件直後 の 記事で あ り、 犠牲者の 人数な どは不確定の よ うだ 。 終戦 の 翌年、事件

か ら 3年後 の 1946年 に 建て られた 事件の 記念碑に は次の よ うに 書 い て あ る。 「……
民国30

年（1941年）秋 、 日本軍は北泉 ・上寨 ・下関 に 陣地を設け て 駐屯 し 、 毎 日諸所 に 出て 殺戮 ・
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略奪を行い 、 漢奸は悪人の 手先 とな っ て悪事を働い た 。 （中略）我が 村 の 民 衆 は抗戦 の 意

気 は高 く、 敵愾心 は強か っ た 。 劉荘 は霊丘県南部 の 谷間の 関門 を制 して お り、 脅 しに応 じ

なか っ た の で 、 敵は忘れ な か っ た 。 北泉に 駐屯す る敵約 70〜80名が 、 民 国32年 （1943年）3
月 1 日（陰暦正月25日）の 払暁、村を包囲 し （中略）焼死者 は こ の 村 の 男女 233人 と他 村の

男女10人 、 逃 げた者 5人 、 家が絶え た もの 35戸で あ る。 村人の 6割が死に 、 劉益三
一

家の

み が隠れ て 無事で あ り、 山に避難 した 32戸に は被害は及 ばなか っ た ……」
tS）

。
つ ま り 、 劉

荘事件 の 死者は 243名、家が絶え た もの は35戸 とされ る。

　劉荘事件に関す る資料
14）

を総合す る と 、 次の よ うな背景が あ っ た 。

　 1940年 10月 、 第 26師団独立歩兵第 12連隊の 第 1 ・ 2 大隊が霊丘警備 の任 に っ い た 。 隊長

は富沢 と宮崎
15）
で ある 。 霊丘県城 の 日本軍 は古之河 ・黄台寺 ・義泉嶺 ・南坡頭や 上北 泉に

陣地を設けた 。 八 路軍の 南山 （霊丘県 の 南部山間地）根拠地内の 日本軍陣地と して は、 上

北泉の 陣地は期間が最 も長 く、1941年 7月か ら1944年 5月ま で あ っ た 。 こ こ の 人数 は最 も

多く （常駐50〜60名）、 重要な拠点で あ っ た
16）

。

　霊丘県南部 の 上寨鎮な ど に は共産党 の ゲ リ ラ根拠地が設 けられ 、 劉荘村で もゲ リラが活

動 して い た 。 こ の 村 で は漢奸が村人に ゆす りたか りを行 っ て い たが、村人は八路軍に頼ん

で 漢奸を捕まえ て もら っ た 。 そ の ため 、 漢奸は村人や八 路軍を恨ん で い た 。 日本軍 は霊丘

県 の 各地 で 八 路軍 の 抵抗 に 苦 し ん で い た の で 、 漢奸を利用 し て 八 路軍 の 情報 を得よ う と し

た 。 1943年 3月 1 日未明、漢奸杜大頭や馬合な ど の 手引 きで 、上北泉 の陣地か ら佐藤隊長

が 日本軍 70〜 80名 ・ 漢奸10名余 り ・ 清郷隊50名余り
tT）
を率い て 、 劉荘村の掃討に向か っ た。

共産ゲ リ ラ や八路軍 の 情報を得よ うと したが 、 村人 の 抵抗に あ っ て 目的を果たせなか っ た 。

そ の ため 、 村人 を地主劉壇 の 家に 閉 じ込め て 、 ガ ソ リン をま い て 火を放 ち 、 逃げ る者を機

関銃で 撃 っ た
18〕

。

4．事件 当時の 日本軍部隊

　 1944年 （昭和 19年） 7 月に 大同駐屯の 第 26師団が 南方 派遣 で フ ィ リ ピ ン に 移動 にな っ

た
19〕

。 師団の 移動 に 伴 い 、 配下 の独立歩兵第 12連隊 も同時期 に フ ィ リ ピ ン に移動 し 、 そ の

途中、
バ シ ー海峡で 護衛艦や輸送艦が沈ん だが 、 11月に レ イ テ 島に上陸、 1945年 4月〜 7

月の 戦闘で 連隊は全滅 した
2°）

。 戦闘記録は部隊と運命を と もに し、 失われ た 。 ま た 、 日本

は第二 次世界大戦で 破れ 、 部隊関係の 記録 や文書が 廃棄 された。 そ の た め、部 隊が 霊丘 に

い た 当時の 戦闘記録な ど公的記録は残 っ て い な い
。

　防衛庁防衛研究所図書館所蔵 の 『独立歩兵第十二 聯隊関係収集資料』（以 下 、 「独歩 12資

料』 と略称す る）に は 、 手書 きの 資料や私信 な どが綴 じ込ん で ある 。 こ の 中の 「第二 十六

師団独立歩兵第十二 聯隊編成表 （自昭 15．3．9　 至昭 17、7 ．8）」 に よ る と、独立歩兵第12

連隊の 本部は大同、 第 1大隊の 本部は渾源 、 第 2大隊の 本部は霊邱 （現在は霊丘 と表記）、

第 3大隊の 本部 は豊鎮で 、 第 2大隊長 は宮崎光雄少佐か ら富澤太郎少佐 に代 わり、 第 2大
隊第 7 中隊長 は佐藤明人 （正 しくは佐藤明雄

1）
）中尉か ら亀田清之 中尉に 代わ っ て い る 。

　 また 、 『独歩12資料」中の 佐藤明雄 （1966年当時 、 熊本県在住 ） の 私信
22）

に よ る と 、 佐

藤明雄中尉が 中隊長をっ とめる第 2大隊第 7中隊は 、 上北泉に駐屯 した後、 下関鎮に駐屯

した 。 こ の 時期 は1940年 （昭和15年） 3 月か ら1942年 （昭和 17年） 7 月ま で の 間で 、中隊

長が亀 田清之 中尉 に代わ るまで の期間だろ う。 上の 「3．劉荘事件」で 引い た中国側資料

に は 、 劉荘事件の 前後、 霊丘に は独立歩兵第12連隊の 第 1 ・2大隊が駐屯 して お り、 1941
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年 7 月 （ある い は秋）上北泉 ・上寨 ・下関に駐屯 し、 劉荘村 を襲 っ た の は佐藤隊長が 率い

る上北泉の 部隊 （常駐50〜60名 、 事件で は70〜80名が出動） だ と ある 。 しか し、 次に述 べ

る N 氏の話で は 、 1943年 3月 ごろ は上北 泉の部隊 は第 1大隊第 4 中隊 （中隊長は小倉中尉）

で あ り 、 佐藤 明雄 中尉が中隊長 を っ とめ て い た第 2大隊第 7 中隊 （中隊長は亀田清之 中尉

に交代）で はな い と い う。
N 氏 の 記憶が正 しければ 、 劉荘事件 を起 こ した の が 日本軍だ と

して も、 佐藤隊長云 々 と い う部分は正 しくな い こ と に な る 。

　1942− 43年 （昭和 17− 18年）当時、 独立歩兵第12連隊第 1 大隊第 1機関銃中隊 （中隊長

は原田吉満大尉） に い た N 氏
P3）

は、2004年 9月筆者に 、 上北泉駐屯部隊に っ い て 、次の よ

うに 語 っ た。 なお 、 こ れ は今か ら60年以上前の こ と で あ り、 時期に 関して 記憶の 不確 か な

部分が あるの は致 し方 な い
。

　　　昭和17年 （1942年） 10月ある い は暮に 、 霊丘 に駐屯す る第 2 大隊 は朔県 （現在 の 朔

　　州市）に移動 し、 渾源に駐屯す る第 1大隊が霊丘に 移動 して 来た。
こ れ に 伴 っ て 、 上

　　北泉 の部 隊は第 2 大隊第 7 中隊 （中隊長は亀 田清之中尉）か ら第 1大隊第 4 中隊 （中

　　隊長は小倉中尉）に交代 した。 こ の 交代 に伴 っ て 、 私 （N 氏）が所属す る第 1大隊第

　　 1機関銃 中隊の 分隊は 、 昭和17年10月ある い は暮 に 、 上北泉 に配属に な っ た 。 私の 分

　　隊は昭和 18年春先 （3 月ご ろ）ま で 上北泉に い たが、そ の 後、上北泉 を離れ た 。 昭和

　　17年の 経済封鎖の 時 、 第 1 大隊 ・ 第 2大隊は部落を燃や した こ とがあ る し、 また 、 討

　　伐 で 村人 を数人殺 した こ とはあ る 。 しか し、上 北泉駐屯中に は 、 劉荘事件 の よ うな

　　200人以上 ど こ ろか 、 20人 の 村人を殺 した とい うよ うな 出来事に っ い て は 聞 い た こ と

　　が な い
。 200人 もい れば 、 男 で も女で も抵抗 しな い こ と はあ りえず、 こ れだ けの 人 数

　　を殺す こ とな どで きる こ とで は な い
。 また 、 日本軍が来る と女 はす ぐ逃 げる の で 、女

　　が 100人以上 も村に 残 っ て い るなど考 え られな い 。 討伐の と きの 日本軍 の や り方は、

　　村に着 くと村人を呼び寄 せ 、 通訳を使 っ て 、 隊長の 言 うこ とを聞 けば何 もしな い と伝

　　 え る 。 村人 は軍隊で はな く、個 々 の ば らば らな もの だ 。 日本軍は村人を相手 に す るよ

　　 うな とろ い こ とは しな い
。 日本軍は劉荘事件 を起 こ さなか っ た と い う証明は で きな い

　　が、取 っ て行 っ た物 （家畜）か ら見て 、 事件を起 こ した の は 匪賊か も しれ な い
。 中国

　　側の 資料
za）

に は、劉荘事件で 日本軍 は400匹以 上 の 家畜を奪い 去 っ たと書い て あ るが 、

　　 こ ん な や り方をす るの は匪賊 ぐらい だ ろう。 匪賊 は泥棒だか ら、 金 目の もの は何で も

　　取 っ て い く。 日本軍の 1個中隊 （170− 180人）
25）

が 400匹の 家畜を連 れ て 行 く こ とは

　　不可能 だ 。 独立歩兵第12連隊が 所属す る駐蒙軍 は ソ 連に対す る戦闘を想定 した部隊で

　　 あ り、 軍紀が厳 しか っ た 。 部落か ら家畜を連れ て 部隊に帰 っ て くるな ど、もし した ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じん　 め ぐみ

　　 どえ ら い こ とで 、 軍法会議 で 重営倉 に な る 。 仁や恵兵団 （399大 隊） は軍 紀が乱 れて

　　 い たの で 、 こ の事件に 関係が あ る の か も しれな い 。 しか し、 昭和 19年 7月 に 第26師団

　　が南方 に 行 っ た あ と恵兵団が来たが 、 こ の 時、日本軍 は霊丘か ら渾源 の 南端 に 陣を下

　　 げて い て 、 霊丘 に は い なか っ た 。

　 以上の 話 を して くれ た N 氏は 、 1943年春先 （3 月 ごろ） まで 上北泉 に い たが 、 劉荘事件

を知らな い と い う。 事件が起きた 3 月 1 日 よ り前 に上北泉を離れ た ため事件 に っ い て 知 ら

な い の か 、 3月 1 日以降 もい た の だ が事件は上北泉の 日本軍が起 こ した の で は な い ため知

らな い の か 、 不明で あ る
。

　 N 氏の 話 に よ り、 事件に関与 した 可能性があ る もの と して 、 匪賊と別 の 日本軍部隊が挙

が っ た 。 N 氏 に よ る と 、 日本軍 は軍服を着て装備 もし っ か り して い る の に対 し、 匪賊 は着
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て い る もの も装備 もば らば らで あ り、 見れ ばす ぐ区別で きると い う。 とす ると、 も し匪賊

が事件を起 こ したとして も、 村人が匪賊を 日本軍 と間違 え る こ とはあ りえ な い だ ろ う。 ま

た 、 別の 日本軍部隊が事件に 関与 したと して も、上北泉か ら 4 キ ロ メ ー トル しか離 れて い

な い 劉荘村で 、 上北泉の 日本軍部隊に知 られ る こ とな く村人 200人以上 も殺せ る と は 、 筆

者 に は思えな い 。

　1943年 （昭和18年）ごろ の 写真集
26〕

に よ ると、1943年 3月 、 独立歩兵第 12連隊 は現在 の

上寨鎮 ・下関鎮一帯で 討伐をお こ な っ て い た 。 『独歩 12資料』や こ の 写真集な ど に よ る と 、

1943年 3月 ごろ 、 上北泉に 日本軍が駐屯して い て 、劉荘を含む現在 の 上寨鎮一帯で 討伐を

行 っ て い た こ とは間違 い な い 。 しか し、 劉荘事件に 日本軍が 関与 した こ とを示す資料は見っ

か らな い
。 資料が な い か ら日本軍が事件を起 こ しては いない とは言えな い が 、 死者の 数 や略

奪 した家畜数を含め て 、 中国側の 資料の とおり に 日本軍が事件を起こ した と も言え な い
。

5．ま と め

　劉荘事件当時の霊丘県上北泉周辺に おける 日本軍部隊の 動向が 明 らか に な っ たが、日本

軍 が事件 を起 こ したと肯定す る資料も否定する資料 も、 日本側で は見っ か らなか っ た 。

　 1943年 3月 1 日 に 山西省霊丘県上寨鎮劉荘村で 日本軍が 村人 200人以上 を 殺 した とい う

前提で議論を進 め て きた 。 被害の 程度 は と もか く、 事件 自体は 日本軍が 起こ した もの だ と

考 え て おり 、 事件を起 こ した部隊を明 らか に し、 村人200人以上 を殺す に 至 っ た 日本軍側
の 理 由を知りた い と い うの が、本稿の 出発点で あ っ た 。

　 しか し、 事件が起 きた こ ろ上北泉に駐 屯 して い た N 氏の 話を聞い て 、 ど の部 隊ある い は

誰が事件 を起 こ した の か か ら検討する必要が ある と考え る に至 っ た 。

　事件直後 に 中国側の 新聞が事件に つ い て 報 じて い る 、 劉荘村 に は事件現場だ と い う屋敷

跡が今で も事件 当時の ま ま と思わ れ る状態で 残 っ て い る 、 劉荘村に は事件の 3年後 （1946

年） に建 て た記念碑が あ る 、 こ の 3点か ら して 、事件 の 被害な ど細部は と もか くと して
、

劉荘事件自体 は疑え な い 事実だ と筆者 は考え て い る。

　事件が起き た 1943年春先 （3 月 ごろ）上北泉に い た の は 、 駐蒙軍第 26師団独立歩兵第 12

連隊第 1大隊第 4 中隊 （中隊長は小倉中尉）で あ り、 また、同 じ 3月に独立歩兵第 12連隊

は 現在の 上寨鎮 ・下関鎮
一

帯で 討伐を お こ な っ て い たこ とが、明らか に な っ た 。 しか し、

こ れ らの 部隊が 事件 に 関与 したか否 か は不明で ある 。

　事件が起 きた こ ろ上北泉 に駐屯 して い た N 氏は 、 事件を起こ した もの として 、 匪賊あ る

い は別の 日本軍の 可能性を指摘 したが 、 こ れ も資料が な い 。

　劉荘事件を起 こ した可能性が高い の は、当時、霊丘県南部 の 上北泉
一
帯に い た 日本軍だ

ろ うと筆者は考え るが 、 裏付 ける資料は な く、推論に過 ぎな い
。 そ の ため、事件を起 こ し

た部隊を 明 らか に し、なぜ事件を起 こ した の かそ の 理 由を明 らか に す る と い う本稿 の 目的

は 、 資料不足に よ り十分に は果たせ なか っ た 。

　部隊生存者か ら新 しい 話を聞 く、 部隊関係者の 日記な ど個人的な記録を見 る 、 劉荘村を

再び訪問 して 村人 に 話を聞 く、 こ れ らが可能 で あれば新 しい 材料が 見 っ か るか も しれな い
。

これ は今後の 課題 で ある 。

＜注＞

1） GEN 事務局長の高見邦雄は 『ぼ くらの 村に ア ン ズ が実 っ た』（25− 26頁）で 次 の よ う に 述
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　 べ て い る 。

　　　　（1992年秋）プ ロ ジ ェ ク トを最初に ス タートさ せ た渾源県西留郷 に たど りつ き、（中略）

　　　昼下が りの 西留村を歩 い て い た ら 、 rリ
ーベ ン グ イ ズ ！」 とい う叫びが き こえ て きま した 。

　　　漢字 で あらわせ ば 「日本鬼子 ！」 で す 。 「鬼」 とい うの は、 日本ふ うの 恐 ろ し く勇ま しい

　　　鬼で は な く、 ひ た すらあさましい 「亡者」 とい っ たと こ ろ 。 声 の方向に 目をや る と、 昼か

　　　らコ ーリ ャ ン 酒を や っ て い た の で し ょ う、赤 い 顔を した農民が数人 、 土塀に よ りか か っ て

　　　座 り込 ん で い ま し た 。

　　　　き こ えなか っ た ふ りを して 逃 げ よ うか な、と考 え ま した 。 危な い こ と に首を突 っ 込 む こ

　　　とはな い の で す。 そ の
一方で 、しょ っ ぱなか ら逃 げた ら自分に逃 げ グ セ が っ く、そ うな っ

　　　た らこ こで の しごと は で きな くな るか な、な ん て 考えま した 。 渾源県は 日中戦争 に さ い し

　　　中国側の戦略拠点と な り、多 くの 村で犠牲者をだ した の で す 。

2）彼 の 名前は 、 注 13の古い方の 記念碑に 「經理人 　刔計盛」 として載 っ て い る 。

3）「中国 の 歴史（第 9巻）人民中国の 誕生」（343− 350頁）な ど に よ る 。

4 ）「戦史叢書　陸海軍年表』（412頁）に よ る と 、 蒙疆と は 「中国 の 内長城線以北 ・外蒙古国境以

　南 ・ 満州国境以西 の 内蒙古を い う。 察哈爾省 ・綏遠省 ・寧夏省 ・山西省の
一

部を包含する地域

　で 、日本軍が 支那事変発生後 こ の 地方 に 進攻 した とき呼称 した。 蒙古の蒙と辺疆の語を組合わ

　 せ た とい う」。
5 ）『戦史叢書　陸海軍年表」 （481− 482頁）及 び 『戦史叢書　北支の 治安戦〈2 ＞』 （341− 343頁）

　 に よ ると、1943年（昭和 18年）4 月の 軍編成は次 の と お りで あ る 。

　　大本営
一
支那派遣軍 一北支那方面軍一駐蒙軍（司令部 は張家 口、司令官七 田一郎中将）

一
第 26

　師団 （司令部 は大同、師団長佐伯文郎中将）。
6） 「連隊」は当時の表記 は 「聯隊」 で あるが、引用個 所以外は 、 慣用に よ り 「連隊」 と書 い た。
7）『戦史叢書　北支の治安戦〈2＞』 （254− 255頁）に よ る と、 蒙古聯合自治 「政府はまた行政機

　構の 統一整備と能率化を期するため昭和18年 1月 1 日 か ら 「宣化省」、「大同省」 を設 け る こ

　とと した 。 元来、聯合政府 は察南 、 晋北両政庁 と蒙古聯盟の 三 自治政府が合体 して 発足 した も

　の で あ る が 、 今回 、 察南 、 晋北両政庁を改編 して 宣 化 、 大同両省 と し、 五個 の 盟公署も中央 に

　直結す る よ う改組 し、も っ て 中央 の 統制力強化、 機構 の 簡素化 、 行政 の
一

貫性 を図 っ た もの で

　あ る」。

8）第 26師団長 の 日記 「佐伯文郎中将（23期）日誌』 （『戦史叢書　北支 の 治安戦 〈2 ＞』 516 頁 に 引

　用）に よ る と、 霊丘周辺 は中国側 の 勢力が強 くて 、 日本軍 の 統治 は行き渡 っ て お らず 、「朔 縣

　地区は 、 県及び警察が 一
体 と な り且 っ 青年出動隊、 皇協団等が軍 の 施策 に 策応 し成果 をあげあ

　る も、 他地区は未だ こ の 域 に 達 しあ らず。特に霊邱周辺 は敵地の感あ り。県 の 総入 ロ
ー三 万五

　千 、 うち治安地区住民 三 万 五千、住民 の 1／3〜1／4は 無学に して 彼我力関係 に よ り、い ずれ に も

　就 く状態な り。 県行政 の 根本的建直 しと警備隊の 活発な粛正討伐を 要す」 と い う状況で あ っ た。

9）独立歩兵第12連隊第 2 大隊、大隊長は富沢太郎少佐 。 「独立歩兵第十二 聯隊関係 収集 資料』

　の 「第二 十六師団独立歩兵 第十 二 聯隊編成表1 に名前が 出て くる 。

10）日中戦争期の 中国共産党中央晋察冀分局 の 機関紙で 、 1937年12月 11日 に 『抗敵報』と して創

　刊さ れ 、 1940年11月 1 日 に 『晋察冀 日報』 に改称 し た 。

11）漢奸と は 「民族 の 裏切 り者 の 意 。 日中戦争で 日本 に 協力 した 中国人 を指す。元 々 は漢民族 の

　腐敗分子の 意味」 で ある （「岩波現代中国事典』152頁、「漢奸」 の 項）。
12）『晋察冀 日報』 1943年 3月 11日号（第 1141期）第 1面左上 に 載 っ た、劉荘事件 の 記 事全文は 次

　の と お りで あ る 。 原文 は縦書 き 、 口 は判請不能箇所を 示す 。 な お 、 同 じ第 1面 の 右上 に は 、

　「爲劉莊慘案而控訴」 と題す る、 日本軍の 残虐行為を非難する社説が載 っ て い る。『晋察冀日報』

　の 現物は 見 る こ と が で きず、一
橋大学図書館所蔵の マ イ ク ロ フ ィ ル ム 版 に よ っ た 。

　　　敵寇殘暴絶倫／靈邱劉莊發生驚人慘案／燒殺羣衆 二 百餘滅門廿一家／我政府團體派員慰問
　 　　救濟／

　　　　　本報特訊 ：本月
一

日拂曉，靈邱北泉敵諜點 出敵 四 十餘人 ， 漢奸四名，突將距北泉八里

　　　之劉莊包圍，該村4 時即支應敵人，羣衆受漢奸欺騙 ， 對敵陰謀表現痲痺，故未退避村外，

　　　敵入村後 ， 即按家搜索，強迫僞組織 入員打鑼 召集羣衆開會，然後將羣衆起進一
個院子， 用

　　　槍刺威逼羣衆進屋，該院僅有房屋六間，二 百多人無法納容，敵即將門窗口（緊 ？）閉， 從牆

　　　上口（穿 ？）洞將羣衆強行投入，敵佐 置已畢， 即縱火燒房 ， 計燒死口口（村民 ？）二 百
一

十五
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　　　人，内男
一
百〇八人 ， 女

一
百〇七人，負傷者七名，滅門者口（逹 ？）二 十

一
家之多。 第二 日

　　　敵又到該村，將 附近村荘前往慰問及收屍者打死七名，附近各村羣衆聞此淌息， 悲憤異常 。

　　　靈邱縣政府及縣羣衆團體特派幹部口（遅 ？）往出事地點慰問，調査救濟 ， 並發表宣言 ， 掲發

　　　敵人暴行 ， 號召附近村莊的羣衆 ， 接受劉莊事件血的教訓 ，堅 決不支應敵人 ， 跟敵人頑強鬥

　　　爭到底 。 （以上 、 記事全文）

13）霊丘県上寨鎮劉荘村 に 劉荘事件 の 記念碑 は 2基 あ る 。 古 い 碑は 文字が読み に くい の で、新し

　い 碑の 碑文を書き写 した。
二 っ の 碑 の 本文 は確認 した限 りで は同じ内容だが 、 末尾 の 建立関係

　者の 部分は異な る 。 原文 は 縦書 きで、簡体字 ・繁体字 ・俗字が ま じ っ て い る 。 可能な限り原文

　通 り に 復元 し 、 誤字 と思 わ れ る箇所 は 匚 ］内に示した 。 句読点 も原文の 通 りで あ る 。 碑文で

　32年と は中華民国32年 で 、 西暦 1943年 に当る。

　　　　　庸誌復仇

　　　　　ニ
ー

慘案略記

　　　　溯自七七事変， 日冦侵華，而晋察冀迹区受禍之烈，我文1」荘独云甚焉 ， 三 十年秋 ， 日冦設

　　　燗堡分駐北泉、 上寨 、 下美毎 日 四出燒殺携掠汗 匚漢］奸更為虎作悵， 肆行紛犹 ［抗］必欲

　　　造成无人區 ， 以遂其亡國天秤之謀，正因我 彡民愈抗載情高，故愾意深 也 ， 刻荘扼南峪之 肖

　　　戸，勒索不庇， 各局故偽所志駐北泉之 故約七八十名於 三 十二 年 三 月
一

号 （陰正月二 十五 日）

　　　拂曉将村包囲沿戸搜人駆集村西刻檀院東西房内，堵 1
’
1ge草撒瓦穿穴，外而机槍密怖，故偽

　　　坏 伺猝然
一

炬，哭號震犬 ， 地 突躍崩，四 壁而故方狩面狂笑，添新 ［薪］助燃向有出者亦皆

　　　死於机槍刺刀之下。 故去村，人逸避山洶者始返，但見焦頭断骨急圧未熄，零絮片衣飛騰尚

　　　然，欲救則无一生，人尋尸皆不可枳辨，惨状錐心壕陶几絶 ， 翌 日故復率 N 夫掘尸於骨分填

　　　近処坑陷意在天跡，以掩世人之眼目，法西斯之毒辣蛮暴残 ［惨］无人道，固如斯乎此案，

　　　共計燒死者本村男女二 百三 十三人外村戚友男女十人，逃 出五人，絶亡 三 十五戸，村人死十

　　　之六，僅文1」益 三 一家密藏无恙 ， 逸 避山洶 三十二 戸未及於案 ， 餘則孤男寡女零丁老幼皆不成

　　　家，鳴呼痛哉，三 十四年春，日冦敗退 ， 三十五年村人漸集乃升三 週年惨案追悼大会，議将

　　　死案者之惨骨抒地埋葬，再可立石，以紀其姓名 ， 施蒙具府區所所贊助，故能迅速施事，今

　　　逍遥地之巍然，双塚既死 xfi者合葬赴翼然亭 ， 即 村所刻之紀念石也，余未能文勉綴始籍，當

　　　
一

哭村有長歌，足以訴世而慰幽魂矣 。

　　　　　刻荘村抗 日朕合委員会立 ＊

　 ＊ 古 い 碑 で は、新 しい 碑の 末尾 の 「刔荘村抗日朕合委員会立」が な く、そ の 代わ りに次の 文字

　　があ る。口 は判読不能箇所を示す。

　　　孟堆璧　敬撰 　　劉存仁　張文田　合書

　　　經理入　劉徳修　劉培口　剌振倫　対海

　　　　　　 対振x 　周凩　　刔燭　　劉芬

　　　　　　 劉益三　刔 計盛　郭 良舞　刻灯

　　　　　　 対凱　　劉訓　　刻誓　　刔泌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 李巣隼

14）次 の 資料 が 事件 に 言及 して い る。

　　 『抗 Ei戦争時期山西大事記』 298頁。

泥工 　刻義

石工 　甄雪臣

　　 「晋察冀根拠地（山西部分）大事条目選録』 113頁。

　　 「〔送審稿〕晋察冀革命根拠地大事記（山西部分）1937年 7月一1949年 1月』 123頁 。

　　 「晋察冀革命根拠地晋東北大事記 1937，7− 1949，9』 183頁 。

　　 『中国共産党霊丘県歴史大事記述 （1937− 1949）」 114− 115頁 。

　　 『大 同文史資料 （第25輯）霊丘県専輯』206− 208頁。

　　 『大同文史資料 （第27輯）紀念抗日戦争勝利50周年専輯（1945年 一1995年）』 268− 269頁 。

　　 『霊丘文史資料 （第 3 輯）紀念抗日戦争勝利曁霊丘解放 50周年専輯』 155− 156、164− 167、

　172− 173、
194− 196、218− 221頁 。

　　 『日本帝国主 義侵華档案資料選編　華北歴次大惨案』485− 491頁。

　　 『霊丘県志』 477− 478頁。

15）『独立歩兵第十二 聯隊関係収集資料』 の 「第二 十六師団独立歩兵第十二 聯隊編成 表」 に よ る

　と 、 第 2大隊長は宮 1畸光雄少 佐 か ら富澤太郎少佐 に 交代 して い る の で 、 「第 1大 隊 ・第 2 大隊

　の 隊長は そ れぞれ富沢 と宮崎」 とい う中国側の資料 （『霊丘文史資料（第 3輯）』 218− 219頁）
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　は、間違い で あ る。
16）『霊丘文史資料 （第 3輯）』 218− 219頁。

17）『晋察冀根拠地 （山西部分）大事条目選録』113頁で は 「敵四十余人及偽軍三十余人」、 「晋察冀

　革命根拠地晋東北大事記 1937．7− 1949．9』183頁で は 「日偽軍 130余人」 とな っ て お り、 劉荘

　をお そ っ た 日本軍部隊の人数は資料 に よ り異な る が 、 70〜80名 とする資料が多 い
。

18）『大同文史資料 （第25輯）」 206− 207頁 、 『大同文史資料 （第27輯）』 268− 269頁 、 「日本帝国

　主義侵華档案資料選編　華北歴次大惨案』488− 489頁 、 『晋察冀根拠地（山西部分）大事条目選

　録』 113頁。

19）昭和19年 当時 の 日本軍 に 対す る巾国側の 見方が 「独立歩兵第十三聯隊第六 中隊誌』（169− 170
　頁） に

、 次 の よ うに 記録 されて い る 。 注 は い ずれ も引用者 （池本） に よる。

　　　　そ の 頃（注 ：昭和19年 7 月）、 （注 ：中国の ）晋西北軍司令部が隷下部隊に 通 達 した文書

　　　を （注 ： 日本軍 が ）手 に 入 れ た が 、 そ の 中に 「大 同地区の 日本軍は 正規軍 で は な くて 雑軍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7 マ
　　　で あ り、そ の 戦力不足 を補う た め 、 偽軍 や傀儡軍 を 前線に配置 し 、 中国人同志 を 戦わ せ よ

　　　うと目論んで い る……」とい うくだりがあ る 。

　　　　彼等 の い う偽軍 とは、蒙古軍や 晋北、察南の 両政府 の 警察隊な ど を総称 して 呼ぶ言葉 で

　　　あり、 傀儡軍と は彼 ら を して い わ し め る な らば、日本軍に よ っ て 操 られ て い る操り人形 の

　　　よ うな軍隊と い う意味の軍隊で あ る 。 実際、 当時駐蒙軍管下 に は い くつ かの 謀略部隊が あ

　　　り、 そ れ らの うち主な もの は、 綏西連軍（王英）、 東亜同盟軍（白鳳翔）、 西北回教軍（蒋輝

　　　若）、 オ ル ドス 蒙古挺身隊な どが 知 られ て い た。

　　中国側の 文書 で 「大 同地 区の 日本軍 は 正規軍で はな くて雑軍で あ り」とい うの は 、 駐蒙軍第

　26師団が 南方戦線 に 移動 に な っ た後 の 手薄に な っ た 日本軍を意味 して い る の か もしれ な い
。

20）第 26師団及 び独立歩兵第 12連隊の 動向は 、 「昭和四十
一

年六月　南方 ・支那 ・台湾 ・朝鮮（南

　鮮）方面陸上部隊略歴（第 四 回追録）』 に よ る と、次 の とお りで あ る 。

　　第 26師団司令部 （泉第5311部隊）は 昭和12年 9 月30日 に名古屋 で 編成 し、 そ の 後大同 に駐屯

　 した 。 19年 7 月22日 、 南方派遣 の た め駐屯地大同を出発、 8 月22日ル ソ ン 島マ ニ ラ に 上陸、 20
　年 8月 15日停戦、 9 月 2 目終戦 とな っ た 。 （201頁）

　　第 26師団所属 の 独立歩兵第 12連隊 （泉第5315部隊） は昭和12年 9 月30日 に岐阜で 編成 し、 そ

　の 後大同に 駐屯 した。 19年 7 月19日 、 南方派遣 の ため駐屯地大同を出発、 8月25日 マ ニ ラ上陸、

　10月27日 マ ニ ラ出発 、 11月 3 日 レ イ テ 島オ ル モ ッ ク に 上陸した 。 20年 4 月 5 日 か ら 7 月 3 日ま

　で の カ ル ブ コ ス の 戦闘に お い て部隊は 全滅 した 。 8月 15日停戦、 9 月 2 日終戦 とな っ た 。 少数

　の 生存者は停戦後、 武装を解除さ れ 、 米軍 の 収容所に収容さ れ 、 終戦後個別に復員した 。 （207−

　208頁）

21）『独立歩兵第十二 聯隊関係収集資料』中の 「独立歩兵第十二 聯隊会連絡先名簿」 に は、「亀田

　清之　第 7 中隊長　岐阜市・・…・」、 「佐藤明雄　第 7 中隊長　熊本県……
」 とあ り、さ ら に 熊本

　県在住の 佐藤明雄の 私信 も綴 じて あ る の で 、 佐藤明人中尉は佐藤明雄中尉の 間違 い と わ か る。

22）防衛研修所戦史室陸上班か らの 問い合わせ に対する返信で 、「昭和41．2．10」 の 消印が あ る 。

　主な内容は次の とお りで ある 。 口は判読不能文字 、 句読点は原文 どお りで あ る。 注はい ずれ も

　引用者 （池本）に よ る 。

　　　　第二 大隊本部は霊邱 に あり広霊 に
一中隊、 古子 河 に

一中隊 、 其後 、 霊邱南方六 キ ロ 、上

　　　北泉に小生中隊駐屯す 、 其後、 下 関鎮に我第七 中隊 は26D （注 ：26師団） の 最前線大 同南

　　　方 、 山西省と河北省 と の 省境近 く駐屯 しま し た 。 （4枚目）

　　　　特に前 の 駐屯部隊は、霊邱城よ り渡河 して 南下 した 事 は
一

回 しか な い と言 っ た消極的 な

　　　作戦で あ っ た の で 夜間一部の 兵力を残 して 不意急襲する に は其手が 必要 で あ っ た……。

　　　（6 枚目）

　　　　上北泉に駐屯 した時は （注 ；敵は）前部隊 と混 同 し我部隊をな め て い た 。 その 為に駐屯

　　　当時は約一
ヶ 月の 間敵をおび きよ せ る為聯隊命令 に も従 はず出動 しなか っ た の で 大変叱 ら

　　　れた事 もあ っ た
・・一

。 （7枚 目）

　　　　次 い で 下関鎮に駐屯 した時は部落か ら離れ た小丘 に陣地 と兵舎を兵隊の力で 風呂場か ら

　　　一切作り上げた。 （8枚 目）

　　　　霊邱南方 の 谷間 は 地雷 で 悩 まされ る の で 、 稜線 の 間道及近道 を便衣隊を十名程編成 し口

　　　袋 に 軽機 （注 ：軽機関銃） を 入 れ て 背負い 霊邱南方は箱庭 だ と言 っ た位精通 した ど ん な暗
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　　　闇で も稜線は安心 して 通 れた。 （9枚目）

23） N 氏は 1944年 7 月に所属部隊が南方に移動す る とき 、 病気で 陸軍病院に入院 して い た た め大

　同に残 り、中国で終戦を迎え復員 した 。

24）『霊丘文史資料 （第 3輯）」 172− 173頁の 「附 ； 日軍在侵占霊丘期間製造的惨案統計表」。

25）師団 の 戦 時編成 は 『日本 陸海軍事典』 （500頁）な ど に よ ると、次 の とお りで ある 。

　　師団 ；25254人 。 3個連 隊 。

　　歩兵連隊 ：3747人。 本部224人 、 3個大隊（1091人 × 3個）、 歩兵砲 中隊161人 、 速射砲中隊89人 。

　　大隊 ；1091人 。 本部 120人 、 4個歩兵巾隊（194人 × 4 個）、 機関銃 中隊139人 、 歩兵砲小隊56人 。

　　中隊 ：194人 。 本部班 、 4 個小隊。

　　小隊 ：40人前後 。 3分隊 。

　　分隊 ：12〜13人 。

26）防衛研究所図書館に 『独歩第十二 聯隊東嶋登大尉写真資料（そ の
一

、 そ の 二 ）』と題す る写真

　集が所蔵さ れ て い る 。 次 の 写真説明文か ら、 1943年 （昭和18）年 3 月、 独立歩兵第12連隊は現

　在の 上蘿
・下関鎮一帯で 討伐を お こ な っ て い た こ とが わ か る 。 な お、上塞 は上寨の 間違い で

　 ある 。 東嶋 登大尉 は レ イ テ島で 重傷を負い なが らも生還 し、 1956年 （昭和31年） 12月に死去

　 した 。

　　 　その 1　 目録

　　　　N．昭18．1　霊邱南方地区 の 討伐 （2枚）

　　　そ の 2 （池本注 ：写真 の 右下に番号 、 左下 に説明があ る）

　　　　11．昭18．3　上塞 ・下関 の 粛正

　　 　　12．昭 18，3　上塞 ・下関作戦

　　 　　13．昭 18．3　上塞 ・下関作戦、五台 の 険を望 む
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